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題目

「セジロウンカ加害時にイネに誘導される間接誘
導抵抗性の解析」導抵抗性の解析」

講師

農学部助教 五味 剣二 博士農学部助教 五味 剣 博士

概略

「夏ウンカは肥やしになる」という諺が存在する。夏ウンカとは、イネ
を吸汁加害するセジロウンカのことを指す。セジロウンカは稲作におけ
る主要な害虫の一種で、「良い関係」とは言えないと考えられる。それる主要な害虫の 種で、 良い関係」とは言えないと考えられる。それ
なのに何故「肥やしになる」というような、「良い虫扱い（益虫）」と
解釈できる表現を諺に残しているのだろうか。今回、その答えの一端と
なる、イネとセジロウンカの良い関係を紹介する。
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